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おばあちゃんの作る料理が

好き。人と話すことが好き

なため、部活では、移動の

バス時間が特に楽しかった
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士別市出身。最近の楽しみ

は、老人クラブの集まりで、

会員の方々とお話をするこ

とと笑顔だった。

水口さんは中学校卒業後、夕張市
の建築工務店で大工見習いとして
４年間勤務され、当時猿払村に親
戚が住んでいたことをきっかけに
村へと移住しました。

村に来てからは、清水工業㈱の当
時の社長に声をかけてもらい、芦
野小学校の増設作業の手伝いをし
ていました。冬の時期は吹雪く日
が多く、汽車が止まってしまうこ
とがよくあり、当時住んでいた鬼
志別から現場まで歩いて通ったこ
ともあったなど、大変なこともた
くさんあったが、今ではいい思い
出と語ります。　

昭和 40 年代には建設会社を設
立。会社の設立には、申請が必要
で、承認してもらうために、過去
の活動実績の書類をかき集めてま

とめる作業を行ったそうで、本当
に大変な作業だったが、周りの方々
に支えられながら、何とかやり遂
げることができたと笑顔でした。

猿払村に対しては、昔に比べ一次
産業の機械化が進み、規模も拡大
してきているので、若い人にとっ
てよりやりがいのある仕事に変化
してきたと感じる反面、一次産業
以外の職業が少ないため、若者の
働き先の確保など、村に人が残る
ような環境を作っていってほしい
と話してくれました。

最後に、今後の村を担う若者へ向
けて、「学校生活などを通してでき
た仲間との繋がりをいつまでも大
切にしていってほしい」と語って
くれました。

中山さんは、姉２人がバドミント
ンをやっていた影響で、自身も中
学校からバドミントン部に所属。
部活動では、人に何かを聞くとき
は選択肢を提示して相手が答えや
すくするなど、考えてから話すこ
とを心がけ、人を動かす力が身に
ついたとのことでした。

現在は、合唱委員会に所属し、テ
ナーリーダー、指揮者を務めてい
ます。12 月に行われる定期演奏会
に向けて練習中です。コミュニケー
ション能力を身に着けたいと思っ
ていたこともあったため、合唱委
員会に所属してからは、リーダー
とは何か、リーダーの心得などを
YouTube で学んだそうです。実
際は、男子全員が進んで行動して
くれるので、とてもやりやすいと
話していました。

猿払村の良いところは、ホタテが
美味しいところ。最近は、新型コ
ロナウイルスの影響でお祭りなど
行事が開催されていないので寂し
いとのこと。お祭りで賑わってい
る猿払村が好きなので、早く開催
できるようになってほしいと話し
ていました。

具体的な将来の夢は決まっていな
いので、いつか行きたい学校や夢
が見つかった時のために、今のう
ちに勉強を頑張っているとのこと
でした。

最後にどんな大人になりたいかを
聞くと、「漁師として朝早くから仕
事をし、家族に優しい父や母の姿
を見ていたので、尊敬されるお父
さんになりたい」と笑顔で話して
くれました。

今と未来のインタビュー
時代の立役者と
　　　　未来を担う若者

恵まれた環境に感謝

将来は尊敬されるお父さんに
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